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１．はじめに 

 入射波高が比較的大きい内湾にある砂質の前浜干潟では，沖側に多段バー・トラフが存在し，そこで来襲

波が受け止められ，その岸側が静穏な平坦部となっている1)．干潟の創生においては，生物の生息場として

有効に使える平坦部を十分に長くすることが好ましいが，特に開発の進んだ湾内では，干潟の岸沖長さを十

分に長くとることが難しい場合が想定される．そこで，多段バー・トラフの消波機能を土留め潜堤にも付与

することにより，できるだけ干潟の平坦部を長くする方法を考えた．そして，消波機能の高い潜堤形状を決

めることを目的として水理模型実験を行った． 

 
図-1 階段天端型潜堤模型 

 
図-2 斜め天端型潜堤模型 

 
図-3 長斜面型潜堤模型 

２．実験概要 

２．１ 潜堤形状 

 潜堤は，没水深が浅いほど消波性能が高くなるが，潮間帯は多

くの生物の生息場となっていること，および景観の点から，潜堤

天端の最浅部をL.W.L.とすることにした．既往の文献によれば，

斜板からなる消波堤は水平板よりも砕波を促進して波の透過率と

反射率をともに小さくし，また 3枚の水平板を階段状に設置した

場合，中心を結ぶ線が 8°の勾配のときが最も消波性能が優れて

いる2)．そこで，潜堤の天端形状は，岸側から沖側に向けて 8°の

勾配で下がるものとした． 

実験では，図-1～3 に示す階段天端型，斜め天端型，長斜面型

の３種類の土留め潜堤について消波性能を調べた．なお，図-1 の

階段天端型潜堤と図-2 の斜め天端型潜堤では,対象波の砕波限界

水深以深となる 0.07ｍ以深では 30°の急勾配斜面とした． 

２．２ 実験条件 

 実験は，模型縮尺 1/25 でフルードの相似則に従って行った．実験のセットアップ状況を図-4 に示し，実

験波条件を表-1 に示す．波条件は，東京湾の内湾を対象とし，千葉県(1998)が三番瀬を対象に実施した波浪

推算結果3)を参考に決定した．水深（M.W.L.を想定）は，干潟部で 0.04ｍ（現地換算 1ｍ），潜堤の沖側で 0.2

ｍ（現地換算 5ｍ）とした．さらに，斜め天端型のみ，H.W.L.を想定して，干潟部の没水深が 0.08ｍ（現地

換算 2ｍ）となる水深 0.24ｍでも実験を行った． 
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図-4 実験のセットアップ状況 
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２．３ 実験結果 

図-5 に，入射波高 4cm のときの潜堤岸側 2ｍ地点（現地換算 50ｍ地

点）での波高透過率を示す．縦軸に透過率を，横軸に堤体幅（天端幅）・

波長比（以下 B/L と呼ぶ）を示す．透過率は，階段天端型，斜め天端

型，長斜面型のいずれも同様な値であり，0.2 以下であった． 

図-6 に，入射波高 6cm のときの同地点での波高透過率を示す．透過

率は，階段天端型，斜め天端型，長斜面型のいずれも同様な値であり，

0.15 以下であった．ただし，模型を設置しない状態でも，波高計 1を

基準とした各地点の波高比は，最大で 1.5 割程度の水路内変動があり，

消波性能評価の上で留意する必要がある． 

砕波限界水深以深が急勾配な斜め天端型と，緩勾配の長斜面型の消

波性能が同様であったことから，消波機能に関与するのは，砕波限界

水深以浅部分であるものと推察される． 

3 種類の潜堤のうち斜め天端型は，階段天端型より施工性がよ

く，長斜面型より潜堤容積が小さく経済性から優位であるため，

前述のように，斜め天端型については H.W.L.の消波性能も調べた． 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-5 潜
（入射

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-6 潜
（入射

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図-7 斜め天
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図-7 に，H.W.L.のときの斜め天端型の透過率を示す．入射波高

4cm 以下では，B/L が約 0.3 で透過率 0.75 以下，B/L が約 0.9 で

透過率 0.55 以下である．入射波高 6cm では，B/L が 0.3 で透過率

が約 0.5，B/L が 0.9 では約 0.35 である．このように，入射波高

4cm 以下の場合は透過率が高いが，入射波高 4cm でも 6cm と比べ

て透過波高は大差なく，3cm（現地換算 0.75ｍ）以下であった． 

３.まとめ 

・ 潜堤の天端高さを L.W.L.とし，岸から沖方向に下がる天端形

状にすることにより，M.W.L.（干潟上水深 1ｍ（現地換算））

では，入射波高 1.0ｍと 1.5ｍのとき，堤体幅・波長比（B/L）

0.3～0.9 の範囲で透過率 0.2 以下にすることができた．H.W.L.

（干潟上水深 2ｍ）でも透過波高が 0.75ｍ以下であった． 

・ 潜堤形状として，階段天端型，斜め天端型および長斜面型で

消波性能に差がみられなかったが，施工性および経済性から

は，斜め天端型が有利である． 

以上より，新しく提案した「斜め天端型干潟土留め潜堤」は，

高い消波性能を有しており，岸沖方向に十分な距離を有する自然

干潟に近い干潟造成に，有効な潜堤であることが確認できた． 
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-１ 実験の波条件 
条件 実験条件 

期 
秒) 

波長 
(m) 

波高 
(cm) 

周期
(秒)

波長
(cm)

3.1 14.6 1.2 0.6 55

4.5 26.3 1.2 0.9 105

5.8 36.5 1.2 1.2 152

3.1 14.6 2.0 0.6 55

4.5 26.3 2.0 0.9 105

5.8 36.5 2.0 1.2 152

3.1 14.6 4.0 0.6 55

4.5 26.3 4.0 0.9 105

5.8 36.5 4.0 1.2 152

3.1 14.6 6.0 0.6 55

4.5 26.3 6.0 0.9 105

5.8 36.5 6.0 1.2 152
堤岸側 2ｍ地点の透過率 
波高 4cm，M.W.L.） 

堤岸側 2ｍ地点の透過率 
波高 6cm，M.W.L.） 

端型潜堤の透過率(H.W.L.) 

ｍ地点-入射波高1.0ｍ（現地換算値）

2 0.4 0.6 0.8 1

堤体幅/波長

階段型

斜面型

長斜面型

ｍ地点-入射波高1.5ｍ（現地換算値）

2 0.4 0.6 0.8 1

堤体幅/波長

階段型

斜面型

長斜面型

堤岸側2ｍ（現地換算50m）地点

.2 0.4 0.6 0.8 1

堤体幅/波長

1.2cm

2.0cm

4.0cm

6.0cm


